
の
辞
代
は
定
ま
る
､
若
し
大
店
西
域
託
は
大
明
の
減
鍵
に
入
っ
て
ゐ
ろ

庸
惜
玄
輿
の
披
天
紀
で
あ
る
ー
田
城
及
天
竺
か
周
行
し
て
地
理
凪
俗
文

他
.1
つ
い
て
極
め
て
詳
密

_こ記
さ
れ
て
あ
る
か
ら
東
禅
歴
ぬ
研
究
者
の

絶
好
資
料
で
あ
る
'
‥
､,}
.1玄
共
に
紺
非
支
那
で
の
漸
静
の
h
l蝉
で
､

倍
以
前
の
鳩
羅
介
や
基
他
の
薄
揮
_こ
就
て
晋
試
補
秤
の
文
字
か
北
L
i1

人
で
あ
る
か
ら
沸
教
故
上
_こ
於
t.J
も
怒
る
べ
か
ら
ざ
る
恩
人
で
め
る
.

本
省
は
=
り
玄
集
の
西
城
批
評
十
塔
中
の
紙
座
瀕
底
桝
か
ら
林
羅
雄
雌

問
に
繋
ろ
a
J印
度
の
十
回
に
つ
い
て
､
専
ら
其
州
埋
没
歴
史
か
研
究
せ

ら
れ
ii紡
鬼
で
~
高
桑
文
学
士
り
満
車
に
し
て
始
め
て
成
し
終
ら
れ
ii

も
の
で
あ
る
ー
其
考
韓
の
該
博
に
し
て
論
断
の
臓
㌍
な
る
､
記
述
の
惣

富
に
し
て
内
容
の
充
米
ぜ
る
は
坊
に
予
り

自
ら
任
す
ろ
研
な
り
寸)
白
幡

し
て
み
ろ
~
誰
で
も
=
れ
丈
自
己
の
智
弘
に
野
放
し
-
ろ
=
}Jは
出
光

が
i1
い
も
の
で
あ
る
の
_こ
､
戊
は
取
ら
に
従
氷

不
安
定
な
り
L
光
岡
印

鑑
の
歴
兜
及
地
班
に
碇
斌
光
る
回
潅
鮎
か
如

へ
た
り
tJ
の
べ
て
ゐ
ら
れ

る
｡
‥
れ
泣
所
域
.F
=
.1二
は
故
堀
部
徳
戊
の
解
説
田
城
託
が
あ
っ
i1
の
で

あ
る
が
.
今
度
‥
の

串か
得
て
菜
摘
印
度
の
方
面
が
飴
穐
柵
栂
に
明

_

さ
れ
i1
り
で
わ
ろ
､
即
~
肋
陛
紹

底
圃
ー
鳥
茶
園
､
裁
御
陀
脚
.
拘

鰯

伽
1
.
梢
相
磯
羅
担
.
案
漣
経
国
､
敢
那
掲
機
迦
脚
-
疎
利
耶
固
ー
達

羅
枇
茶

脚

.
称
祁
矩
化
脚
､
米
に
宇
和
見
ろ
丈
げ
で

も
.
宿
り
こ
ろ
や

-
七
甜
城
託
の
脚
名
は
.
本
鞘
.1
よ
っ
て
其
佃
距
が
明
に
さ
れ
て
与
,i1

の
で
み
ろ
､
況
ん
や
其
地
組
風
俗
､
歴
史
が
本
管
に
ょ
つ
て
明
に
さ
れ

L
の
で
あ
る
か
ら
､
車
外
の
霜
め
に
悔
乱
せ
ざ
る
･,仲,緑
化
';

蓋
し
近

氷
り
歴
史
地
理
鮮
上
り

1
大
貫
部
で
あ
る
13
倍
ず
る
｡
(藤
_
)

棚

軸
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ク
i
カ

o
河

内

国

中

河

内
郡

日

下

の

貝

頓

京
阪

叫
方
1二
は
和
泉
t1

風
域
の
地
名
は
あ
つ
て
も
従
衆
貝
塚
亡
し
て
明
か
な
も
り
が
な
か
つ
i1

ク
サ
カ

本
年
十
月
大
阪
祇
任
の
博
科
樹
で
み
ろ
入
水
将
戊
は
中
河
内
那

孔

食

街

ク
サ
カ

村
日
下

で
焼

い
貝
塚
か
蟹
見
さ
れ
il
O
北
ハの
墜
児
大
文
撃
部
地
理
韓
教

室
り
小
牧
謙
抑
が
寒
地
折
壁
の
約
兆
見
開
さ
れ
た
所
_こ
よ
る
TJ
I
地
は

虻
繭
山
北
開
発
の
綬
斜
地
にこ
あ
っ
て
日
下
部
落
の
丙
部
の
民
店
ね
爽
ん

で
簡
北

】
町
飴
に
克
っ
て
周
り
.
表
土

1
尺
の
下
に
厚
さ

1
尺
の
良
肘

が
あ
る
O
風
樹
中
か
ら
は
粗
放
系
及
無
紋
り
土
船
が
山
､
地
表
に二
は
讃

岐
岩
か
ら
成

つ
i1
石
鉱
が
散
和
さ
れ
て
周
る
｡
=
り
貝
壕
9
且
は
主
に

も
タ
シ
･･h
J.Fで
､
他
の
多
く
は
淡
水
慮
り
J
の
で
現
今
の
托
懲
棚
慮
り

も
の
･,1
同
機
で
み
ろ
｡
狗
稀
に
鴇
か
ら
の
入
江
に
め
る
鴻
座
の
且
も
め

ろ
.
是
か
以
て
剃
る

｣ヾ
鈷
駒
山
の
西
兜
地
方
の
沖
積
僻
地
に
は
入
江
-

あ
り
､
漸
沼
も
む
つ
iト
の
で
も
ら
う
｡
そ
れ
に
し
て
も
曲
の
見
境
は
概

親
し
て
淡
水
風
域
ミ
h.
へ
為
｡
京
大
地
質
蝉
教
案
り
籍
相
成
の
盤
光
に

ょ
ろ
ミ
風
の
械
紙
は
次
の
如
く
で
み
ろ
｡
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本

海

中

の

大

和

埴

大
要

三
年
音

特
務
艦

大
和

は
能

筆
り
北
碑
力
躍
岸
約
官
五
十
桝
の
地
鮎
に

最
小
水
探
凹
三
三
光
の
7
大

嶋
私
費
見
し

ハ
地
域
撃

壷

七
〇
五
京
､
第
四
怨
第

7
版
ー
罪
凹
容
五

六
京
巷
梢
)
大
利
堆
T,
銘
づ
け
ら
れ
i1
が
水
牛
七
月
上
旬
大
和
は
紅
に

之
か
栴
測
L
i1
0
此
如
姓
_こ
依
る
1,
前
川
の
最
小
水
探
四
三
三
光
り
脚

悲
.1=
は
二
八
八
の
拭
朗
が
あ
り
.
之
よ
り
北
充
約

一
湖
の
所
.1
二
八
六

光

の放
伐
桝
が
み
ろ
O
茎

二
宮
光
以
下
の
水
技
の
所
は
煩
い
拓
城
に
鱗

が
つ
て
居
ろ
=
1,
も
分
つ
S
.
大
利
鞭
の
大
膿
は
次
の
如
-
で
み
ろ
0

1
.
唯
の
放
任

及
焼
就

北
緯
三
九
度
よ
り
同
三
九
些

二
〇
分
米
粒

1
三
四
雌

1
0
分
よ
り
固

≡

京

成
四
〇
分
の
問
に
衣

つ
て
､
大

凡
米
北
束
約

三
〇
糾
_ニ
損
建
し
博
北
の
幅
は
約
七
粗
で
あ
る
｡

二
.
水
探
溌
形
状

県
域
加
は
上
説
=
の
如
-
二
八
六
光
で
東
北
東

.i

長
い
僻
の
約
中
火
に
在
っ
て
､
唯
は

1
枚
に
水
探
六
〇
〇
光
よ
り

以
下
が
忠
斜
し
.
橡
_こ
北
側
讐

ハ
官
光
の
接
写
附
虻

か
ら
7
七
九

F
衆
の
探
さ
の
別
ま
で
の
平
均
傾
斜
は
約
七
度
ー
南
側
の
急
斜
G
t

桝
で
,佗.f
ユ

ニ
甘
丹
至
千
兜
の
平
均
傾
斜
約
五
雌
牛
で
あ
る
.

六
〇

〇
光
よ
り
上
は
綬
傾
斜
で
項
は
此
壁
的
r1ニ
卒
倒
で
み
り
､
串
状
hLiJ

成
し
ii
も
の
三
石
へ
る
｡

三
.
唯
に
は
特
に
輯
接
か
認
め
な
い
.
附
正
で

1
爾
回
郊
小
魚
の
群

静
船
認
め
i
i
の
み
で
み
ろ
｡

第
六
碗

望

八

六
六

(水
路
軍
報
第
五
年
十

1
班
に
探
る
)

○
改
版

関
本

近

海

水

深
因

習

本
紀
鴇
水
沫
国
は
*
て
水
路
野

鶴
第
四
年
第
三
班
に
掬
け
ら
れ
､
其
の
折
小
国
は
本
謎
第
三
懲
六
7
二

東
に
鴇
俄
L
i1
が
.
最
虻
の
水
路
軍
報
へ発
五
年
十

7
舵
)
に
其
の
改
訂

さ
れ
i1
回
が
公
.1
さ
れ
i1
.
問
詰
の
記
番
に
よ
っ
て
攻
め
ら
れ
i1
鮎
か

略
.誰
す
れ
ば
下

の如
-
で
あ
る
O

本
年
五
日
軍
艦
瑞
洲
が
重
点
糟

口
か
ら
南
光
に
向
ひ
.
丙
鳥
島
附
.近

在
路
て
叔
Fl
カ
ロ
リ
ン
i
諸
島
に
寧
ろ
問
に
行
つ
ii
探
碍
紹
謝
り
結
果

_

依
れ
ば
六
平
米
以
上
の
,%
さ
の
固
横
は
今
迄
想
像
し
て
居
i1
よ
り
･J

追

tニ
描
小
ruれ
.
小
笠
脱
群
島
の
東
方
に
み
ろ
六
.
二
六
五
兜
の
滴
淵
(地

球
第
三
傘
六
1
こ
瓦
の
水
探
樹
に
は
其
の
倣
程
も
詑
載
せ
ず
)
が
日
本

海
渚
の
続
き
で
み
ろ
か
疑
は
し
-
tIf･<
つ
i1
.
又
岡
鹿
島
の
南
西
カ
に
存

衣
疑
ほ
し
い
寸｣纏
樹
に
犯
さ
れ
て
あ
っ
た
疑
碑
は
捜
索
の
放
免
存
在
し

な
い
榛
で
あ
る
｡
マ
･?
ア
ナ
細
島
東
側
の
傾
斜
は
前
の
水
探
曙
に
詑
L

ii
よ
り
J
綾
で
あ
る
ら
し
い
O

大
正
十
四
年
に
軍
艦
構
洲
が
南
方
硝
鳥
か
ら
四
方
の
太
平
浮
で
行
っ

た
探
韓
錘
測
の
紳
典
は
､
此
り
方
面
の
薄
拭
払
除
根
麗
質
.1
L
ii
｡
其

れ
に
ょ
れ
ば
.
徒
菰
血
の
城
田
の
大
串
は三
五
千
光
よ
り
も
拭
-
､
六
千

兜
以
上
の
隅
域
も
粕
常
に
鹿

い
ミ
想
像
し
て
居
i1
.り
は
訣
-
で
五
千
聴

以
上
の
探
確
の
両
横
は
可
成
り
に
小
さ
-
な
り
'
六
千
光
以
上
の
拭
さ

は
極
め
て
小
粒
城
で
あ
る
‥
亡
が
明
か
に
七･i
つ
た
｡
叉
疏
班
岱
経
に
准

雑
考

へ
ら
れ
て
屠
ii
よ
り
も
進
に
北
米
方
迄
延
び
て
居
ろ
‥
}J
が
礁
め

ら
れ
.
渦
は
鴻
聴
中
の
六
千
光
よ
り
も
拭
い
部
分
の
長
さ
は
碓
氷
の
約

二
倍

Jヾ
な
つ
i1
0



北
濁
退
北
岸
か
ら
樺
太
東
岸
申
知
床
岬
附
妃
に
預
る
こ
甘
光
等
托
班

は
鵜
貿
1J
九
つ
iI
｡
北
略
悲
四
岸
利
尻
島
の
荷
田
で
碑
藤
舵
節
減
は
大

正
十
四
年
に
凝
塊
三

t
光
の
大
音
い
確
在
蟹
見
L
i1
(地
球
第
凹
谷
凹

八
九
某
巻
胴
)〔底

の
唯
は
武
蔵
唯
だ
命
令
せ
ら
れ
iI
｡
日
水
鴇
の
中
央

で
管
見
さ
れ
L

大
利
堆
.1こ
つ
い
て
は
前
項
に
抱
け
i1
漁
り
で
あ
る
｡

昨
年
撃
試
さ
れ
i1
鴇
托
圃
か
較
て
菅
等
池
野
愛
好
者
は
非
常
に
寄
ん

だ

o
今
低
に

一
%三
年
に
し
て
此
の
吹
訂
版
な
得
て
日
本
濁
り
施
相
和
漸

次

に
知
っ

て行
-
‥
TJが
山
氷
る
の
は

一
に
水
路
部
の
努
力
の
紳
鬼
で

あ
る
0
地
球
愛

識
者
が
水
路
馨
報
筋
成
年
十

一
貌

(常
貿
所
東
京
丸
ノ

内
日
本
郵
相
株
式
食
紅
ー
定
僻
二
十
鋳
)
桝
掬
の
改
訂
日
本
近
濁
り
鞘

ru
の
現
わ
机
迫
に
輔

へ
ら
れ
る
の
な
お
物
め
す
る
O
(那
)

0
地

球

聾

鼠

算

i
同

研

究

静

索

魯

本
年
十

月

日

本
軍
術
協

骨
第
二
桝
納
骨
が
京
都
で
開
か
れ
､
多
数
の
学
者
が
上
洛
し
た
好
期
み

卜
し
て
､
我
地
域
斡
因
は
第

7
回
の
研
究
蟹
衆
骨
か
十
七
ー
十
八
両
日

午
後

叫
時
か
ら
四
時
ま
で
の
間
_ニ
帝
大
現
勢
部
鉱
物
撃
講
堂
で
閲
い
il

～
,
'ろ
多
数
の
曾
員
が
参
集
ぜ
ら
れ

て
.
預
怨
以
上
の
好
成
紐
か
鮮
げ

ろ
=
W
か
符
i1
未
.1ニ
共
米
貨
か
報
せ
す
る
0

節

一
日
第

1
肺
.
地
地
車
的
常
襲
と
拳
的
認

明

紳
田
逸
こ

紳
田
鹿
は
前
任
地
静
岡
船
で
同
牒
地
規
加
背
は
yu
れ
i1
滴
撃
の
士
で

あ
る
が
､
北
廃

鶏
せ
ら
れ
i1
材
料
に
よ
っ
て
.
地
形
及
人
文
り
訊
明

な
巧
妙
な
略
樹
の
上
で
教
授
す
る
方
法
か
珊
明
さ
れ
て
､
鮪
堀
の
も

の
は
其
榔
園
の
努
力
寸}硯
越
の
力
め
る
の
に
感
心
L
i1
｡

節
こ
席

障
岐
島
後
の
火
山
岩
に
就
tJ

春
本
篤
央

春
本
教
士
が
昨
年
隠
岐
島
調
査
の

結果
で
み
ろ
.
木
論
文
は
木
認
上

郡

報

に
鴇
す

る
｡

第
三
席

富
力
の
分
布
よ
り
見
た
る
露
見
島
申
野
下
の
火
山
潜
の

存
在

松
山
基
範

重
力
偏
差
測
定
の
紡
先
か
ら
~
戚
兄
品
潤
附
近
り
地
下
に
存
ず
る
重

い
岩
石
S
l分
布
か
推
定
さ
れ
i1
鼎
細
九
大
論
説
で
あ
る
､
‥
れ
久
木

路
上

t二端
歌
す
る
の
=
の
紀
子

言

か
報
せ
し
て
お
-
0

第
四
席

近
畿
に
於
け
る
傾
盟
式
村
落
の

l
例

藤
田
重
野

せ

い
僻
見
の
む
髄
_こ
茸
施
さ
れ
i1
北
ハ遺
跡
･,,
=仙
ほ
れ
一心
氾
江
川
琴
六

郎
常
地
相
に
存
す
ろ
喋
艶
寸}
英
傑
艶
の
中
に
あ
る
村
落
の
形
式
亡
に

関
し
て
の
報
せ
で
あ
る

ー
小
川
教
授
ー‡
其
の
傑
地
に
新
し
い
主
.HFは

れ
i
i
-
確
論
は
滑
水
に
の
こ
ろ
亡
悦
ば
れ
る
が
'
此
相
の
外
に
･J
明

に
傑
駄
り
残
り
ii村
が
近
..d

に
は
狗
二
三
み
ろ
か
ら
.
‥
れ
わ
比
較

研
究
し
て
本
誌
止
に
登
米
ぜ
ら
れ
る
で
あ
ら
-
ミ
関心
ふ
｡

第
二
日
第

i
怖

闇
鰐
牢
野
に
於
け
る
箆
力
僻
遠
の
分
布

鎌
谷
直

叩

大
地
琵
後
測
地
撃
骨
の
依
嘱
で
親
密
L
S
関
東
平
野
に
於
け
ろ
重
力

偏
差
の
分
楯
か

述
べ
て
其
地
質
梯
出
J,,
の
関
係
か
祝

い
il
o
LLJ
は
地

形
の
琵
カ
に
及
ぼ
す
コ
レ
ク
シ
ヨ
y
り
方
按
か
究
出
さ
れ
て
.､
今
後

之
な
用
ひ
て
足
り
偶
発
に
妃

い
も
の
払
出
St,-
ミ
し
て
摺
る
‥
ミ
な

述
べ

られiJ.〇
何
れ
其
の
詳
細
は
本
諸
上
.1
襲

来
さ
れ
ろ
で
わ
ら
う

第
二
偶

掛
川
紙
の
動
物
群
に
就
い
て

筏
叫
次
郎

数
年
前
よ
り
研
究
し
て
在
ら
れ
ii
掛
川
就
中
の
大
口
砂
岩
の
枇
膿
動

物
地
方
官
八
十
種
り
各
に
つ
き
,g
意
で
べ
df,邸
項
か
述
べ
ら
れ
i1
｡

血
中
九
十
頓
は
現
生
秘
で
今
日
相
模
土
佐
の
間
に
怯
む
も
り
で
あ
る

戊
は
此
フ
ォ
ー
ナ
の
時
代
な
下
部
脚
部
プ

レ
ー
サ
ン
シ
ア
,h
}
yuれ

Ii究

六

七



仙此

第
六
啓

il
C
群
別
は
t;･'
文
_こ
て
近
-
撃
‥警
t,れ
ろ
酌
｡

第
三
偶

朝
鱒
群
原
開
近
の
使
先
界
及
R
Ji武
剥
蒐
系
の
層
序
と
其

の
桔
蓮

中
村
新
太
郎

原
鉱
外

｣ヾ埠
武
利
誼
系
7,
の
間
に二
は
角
磯
が
あ
っ
て
不
抵
合
で
あ
る

ら
し
い
｡
似
銘
界
TtA,群
脱
牌
TJ
名
づ
け
之
ね
こ
統
ミ
し
上
松
銅
盤
隅

統
{遠

さ
千

四
宵
乃
至
四
千
雷
光
)
､
下
ね
直
幌
統
(厚
さ
千
米
)
+}
す

る
0
寒
武
刑
並
系
の
カ
は
下
部
蒔
武
科
証
よ
り
中
部
に
五
品
,Q
上
部

の
化
石
は
未
だ
蟹
見
し
な
い
｡
検
温
は
饗
瓦
構
造
の
甚
だ
し

-

挺
糊

付
も
の
む
造
-
..
大
帝
動
因
山
上
_二
は
反
射
に
傍
上
し
i1
小
傭
曲
面

が
梅
め
て
多

い
｡

弟
四
臓

朝
鮮
江
西
､

允
賢
虎
坑
附
妃
の
地
帯
梯
達

今
野
国
務

戊
が
数
年
兆
研
究
さ
れ
て
周
ろ
紙
池
の
甚
だ
視
軸
な
炭
田
地
方
の
地

神
枯
淡:)
粗
相
序
研
究
の
結
果
明
か
にこ
し
ii
J
の
で
.
こ
ゝ
に
は
カ
ン

プ
-
ア
よ
り
保
瓢
に
至
る
各
椎
の
地
僻
が
あ
っ
て
ー
こ
の

う
ち
に
は

仰
山
も
み
ろ
し
北
か
ら
り
大
筒
掛
野
が
め
っ
て
ー
=
れ
は
慨
羅
組
校

の
一地
劫
始
動
で
あ
る
｡
此
の
地
方
か
尊
て
見
iI
も
の
に
封
し
て
は
如

何
1
し
て
此
の
困
難
叱
仕
事
な
仕
お
は
せ
i1
か
な
賞
欺
せ
ず
に
は
か

れ
の
程
~
成
り
努
力
り
大
で
あ
る
の
か
漉
著
わ
し
て
感
ぜ
し
め
iI
｡

〇
第

四
十
五

回

文
検
地

理
科

橡
備
試
験

問
題

1.
地
軸
平
衡
硯
?,山
脈
及
び
鴻
溝
.W
の
成
田
.i
輔
す

る
諦
視
払
述
べ

よ
〇

二
.

隆

辿
棚
瑚
雄
の
分
布
に
踊
す
る
頚
安
登
Q
諮
問
慣
わ
述
べ
よ
｡

≡
.
こ
d
I
フ
ォ
ン
ド
ラ
ン
ド
の
近
鴻
_二
つ
き
て
細
せ
｡

四
､
天
龍
州
拭
城
船
脚
示
し
=
れ
な
祝
朋
ぜ
よ
｡

第
六
満

貫

O

六
八

五
､
ア
メ
-
刀
食
親

閲
の
石
炭
石
油
硯
の
去
頗
地
わ
固
.訳
し
,

,れ
み
硯

明
せ
よ
〇

六
.'

ス

ラ

ブ

氏
族
な
分
類
し
基
の
分
布
か
固
示
せ
よ
｡

七
､
走
の
諦
項
_二
つ
き
て
知
ろ
所
か
記
ぜ
O

へ
ィ
)
長
崎
三
角
地

(
口
)
ヵ
ナ
ダ
楯
状
地

(c
Lqnadinn
S
hicid
)

へ
rJJ
問
瞭
越
河

r
ntcl･n
a
u
O
l]'Ttl

C
a
n
'1
l

(
テ
躍
州

へ
ホ
)南
口

〓

)ぺ
か
フ
ォ
ー
か

(B
e
]fo
i･t
)

へ
･L
)
ダ
ー

バ
ン

(
D
u
r
b
L1n
)

○
日
本

か
ら
瑞

西

(
時

計

側

茂

碑

予
輸

出

瑞
讐

｣
い
へ

げ
懐
中
時
計
で
他
界
か
相
手
_こ
し
て
ゐ
ろ
大
規
模
ゆ
刷
で
あ
る
が
､
今

回
之
に
用
ふ
る
時
計
側
及
野
十
規
･1
馳
て
ー
我
糊
よ
り
有
利
に
輸
出
ぜ

ら
る
見
込
あ
り
.
男
子
腕

時
計
川
銀
側
ニ
ッ
ケ
ル
仰
等
は
繋
埠
り
那
･1

於
て
も
.
出
凍
上
り
の
鮎
に
於
て
J
本
邦
製
り
も
の
は
瑞
四
割
又
は

沸

圃
品
に
此
し
て
悔
芽
で
低
駅
で
あ
る
.
そ
=
で
哲

か
ら
我
国

へ
取
引

希
望
が
申
越
さ
れ
て
rす
ii
1
倍
叉
昨
年
大
阪

へ
む
け
て
僻
格
二
筋
胞ー
弱

の
安
物

懐中
時
計
用
が
ヲ
ス
わ
証
文
L
ii
が
ー
包
装
不
充
分
で
あ
っ
ii

た
め
､
印
度
洋
上
輸
途
中
が
ラ
ス
の
質
に
壮
挙
的
坦
化
が
出
水
盤
が
出

水
ii
た
め
輸
出
が

叫
塊
で
や
め
に
九･･6
つ
i1
寸)
の
韓
で
あ
る
.
し
か
し
こ

-
L
ii
小
さ
い
工
業
品
の
証

文
が
沖
図
1
両
つ
て
-
る
TJ
い
ふ
こ
亡
は

姫
に
大
々
奨
励
う
べ
き
=
1)
で
あ
る
1)
思
ふ
o

O
蘇

舟

の
綿

花

填
及
弟
十
九
王
朝
ラ
メ
ス
二
他
の
時
共
領
地
は

‥
¢
地
に
及
び
､
奴
隷
13
象
牙

)ヾ異
食
の
供
給
源
で
む
つ
㍗
ス
ー
ダ
ン

は
今
g･
鳩
隈I
の
推
称
関
野
に
ょ
つ
て
､
‥
ゝ
に
奴
組
労
働
な
行
っ
て
棉



鵜
塙
屯
や
ら
し
て
ゐ
る
.
耐
穂
首
餌
平
方
哩
'
光
大
陸
聖

二
牙

一
に
相

常
で
ス
騎
大
花
地
は

1
九
二
四
年
十

1
月
カ
イ
ロ
に
於
け
る
刑
令
晶
甘

サ
ー
.
p
-
､
ス
タ
ッ
ク
の
殺
害
以
兆
~
靖
驚
上
英
国
の
保
誠
領
･r}
九･{

つ
て
し
ょ
つ
た
､
蓋
し
事
件
の
翌
=
.
英
同
政
府
は
二
十
四
時
間
以
内

に
嶋
及
士
官
の
全
部
及
壌
及
人
よ
り
な
る
填
及
軍
際
の
蘇
丹
よ
･=
撤
退

ぜ
ん
こ
亡
か
要
求
し
且
が
ス
イ
ヲ
に
於
て
開
銀
坤
望
二
十
甫
フ
エ
ッ
グ

ソ
よ
り
純
制
限
LL擁
放
し
緒
1}
い
ふ
濃
緑
粗
服
か
馨
し
+
1
か
ら
で
あ
る

端
升
の
骨
肺
カ
ル
タ
サ
ム
は
ナ
イ
ル
河
第
二
爆
布
に
近
く
カ
イ
ロ
の

嗣
入
官
哩
に
み
る
､
蹴
道
延
線
五
八
]

哩
は

1
八
九
七
年
キ
ク
ナ
ナ
I

将
軍
の
釈
放
L
i
iも
の
で
'
人
口
四
濁
す,
榊
で
カ
ル
ク
サ
ム
は
ア
ラ
ビ

ヤ
語
で
象
の
鼻
ビ
い
ふ
こ
+}
で
土
地
が
屈
曲
し
て
ナ
イ

仰
の
耐
支
流
の

間
に
突
出
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
､
ア
ラ
ビ
ア
人
+1
孤
人

及
其
脱
税
で

二
甘
以
上
の
曙
燐
が
簸
ま
あ
P
‥
の
都
の
qT･日
の
発
展
は
デ
ス
イ
ヲ
平

城
の
摘
.1
大
規
模
の
長
繊
維
相
戦
僻
地
か
開
拓
L
i1
ゝ
め
で
､

マ
ク
リ

か
唱
～,
セ
ル
ナ
唱
にこ
て
滞
新
し
.
昨
年
は
三
十
甫
英
町
の
新
地
で
あ
り

i1
が
輝
炎
三

甘
瑞

兆町
に
･J
な
り
う
る
平
原
で
あ
る
｡

し
か
し
此
虚
で
ナ
イ
ル
の
水
か
､
あ
ま
:
磨
-
使
用
さ
れ
る
JfJ
､
下

流
境
港
の
閥
暦
さ
れ
ii
土
地
が
乾
-
だ
ら
-
1J
い
ふ
心
配
が
み
る
の
で

目
下
問
陣
委
員
骨
相
開
き
､
上
流

_こも
､
下
流
に
も
-
都
合
の
よ
い
や

う
に
貯
水
桝
か
設
備
也
や
-
ま
い

ふ=
?1
に
叱
り
か
け
tJ
ゐ
る
ー
‥
～

の
綿
花
は
サ
ケ
ヲ
P
T.h
イ
ス
と
い
ひ
長
さ
約

7
吋
十
六
分
七
.
米
国
ア

p
ブ
ナ
州
の
3,
マ
柵
に
つ
い
で
長
い
放
経
で
あ
る
'
肝
炎
苑
閥
は
其
ラ

ン
カ
シ
ア
の
脱
料
か
､
二
り
地
か
ら
絡
Y
.'
光
岡
柚
に
封
紙
す
る
だ
ら
う

?)
嘱
目

さ
れ
て
ゐ
る
O

靴

報

0
北
満

洲

の
正

鹿

北
輔
洲

へ
]
九
二
二
年
に
試
作
W
し
て
輸
入

さ
れ
ii
並
肺
は
最
初

ハ
〃
3'
ン
近
郊
に
移
柏
L
i1
の
で
あ
る
が
-
今
=

迄
四
年
間
の
成
按
が
甚
だ
よ
い
ー
恐
ら
く
滑
水
は
北
輔
洲
生
魔
物
の
太

宗
iL
る
大
豆
の
曲
か
摩
す
る
で
わ
ら
-
tJ考

へ
ら
れ
る
､
最
初
は
個
人

経
敏
で
あ
り
iI
が
悲

境
は
支
那
の
賓
路
潜
り
所
有
地
な
.I,)に
阿
醍
企
業

家
が
現
ほ
れ
て
JrJi
i､
挿
稀
は
本
年
度
､
六
月
中
旬
よ
=
行
ほ
れ
､
七

EC
八
日
に
完
了
L
i1降
雨
敦
が
多
か
つ
L
の
で
作
物
が
特
別
_こ
よ
か
つ

ill-
兆
年
は
収
極

叫
蹄
八
千
布
度
に
達
す
る
で
ち
ら
-
寸1
い
は
れ
る
ー

其
俺
出
品
も
白
井
義
･1
近
付
L
il桝
大
に
同
問
獅
業
者
の
好
評
か
博
し

瞭
爾
箕
に
製
肺
骨
紙
か
設
け
る
計
露
わ
し
て
ゐ
る
})
い
ふ
｡

-
I

O
智

潮

碑

石

智
刑
柵
石
は
恕
別
田
輸
出
晶
の
最
頚
管

琴

先
制
八

分
か
ら
五
割
凶
分
か
輸
出
し
ii
の
で
あ
る
.

1
九

山
三
年
_二
は
凶
十
五

苗
噸
な
世
界
に
供
給
L
i1
､
雷
時
空
東
成
料
の
他
界
の
組
的
致
街
は
八

十
二
苅
三
千
噸
で
あ
っ
ii
か
ら
新
局
智
刑
碑
石
は
仝
憶
の
五
七
%
か
占

め
た
の
で
み
ろ
､
然
る
に
職
守
常
時
.
火
輿
tこ
用
ひ
ら
れ
し
碑
石
も
平

和
回
復
の
後
遷
_ニ
肥
料
TJ
し
て
の
み
使
用
せ
ら
れ
他
力
猫
泡
に
人
造
賀

来
肥
料
製
造
が
勃
興
し
て
.
枇
界
市
場
街
利
碑

石
の
満
場
か
欝
食
す
る

こ
})
_こ
な
つ
i1
.
英
は
走
の
表
で
わ
か
る
.

E h一 元 元 年
完 言 古 三 次

世
界
洞

攻

親

密
利
碑
石

官

分
率

八三
九
1-
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oo
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(
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OO
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三
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3
0

男
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00
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宍
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九
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造
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三
責
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o
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エ
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空
ニ
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-00
0

只
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OO

三
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-国

男
O.O
rJCi

蓋
.O
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.00
0

71,10
.
也

B
Cp温
.
C
,
O
O

望
.六

三
〇
IOO〇

三

｣
…1

芯
0
-0
0
0

云
'九

喜
Hr
O

OO

重
-77

3
芯

7.0
0
0

空
､六

八
苗
.Co
Q

慧
占

空
O
-
0
30

究
'三

八
七八
~00
ロ

六
(
.田

盟
1.G
OO

慧
'七

夢

1-0
00

票
.
1

蔓

｢
00
0

慧
ー八

端
･六
番

蓋
し
人
造
肥
料
が
安
償
で
あ
る

か
ら
.
智
利
碑
石
が
戴
け
る
-
そ
:
で

沓
光
中
止
､
工
場
閉
塞
で
央
米
し
た
も
の
が
二
編
入
に
も
通
し
㌘

去

は
れ
ー
恕
利
概
骨
で
大
間
旗
に
な
っ
て
与
i
i
t
そ
‥
で
碑
石
開
発
粗
食

私
桝
散
し
値
段
引
下
か
行
っ
て
P
人
造
肥
料
に
野
流
す
そ

,
U
私
署

へ

ろ
や
-
に
七
つ
il
o

O
墳

衣

の
植

物

塊
泉
の
歴
史
に
班
他
が
あ
っ
L
i
や
,つ
に
.
植
物

も
時
代
TJ
共
に
か
ば
っ
た
'
現
在
壌
及
に
官
五
十
種
の
柚
仲
が
あ
る
が

其
申
紀
元
前
･1二
組
放
さ
れ
i
iも
の
は
五
十
校
し
か
な
い

こ

か
も
其
五

十
欄
の
中
四
十
粒
は
古
代
の
墳
基
か
ら
蟹
桝
さ
れ
る
位
で

､
盛
り
十
種

は
･F
=銀
あ
る
の
み
で
あ
る
か
ら
､
金
-
椛
物
が
建
･催
し
i1
の
で
あ
る
ー

地
中
鴻
岸
､
東
部
地
方
､
ナ
イ
ル
流
域
.
東
部
オ
ア
シ
ス
､
赦
鴇
岸
寸,

五
つ
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